
市 川 市 立 図 書館 の メ ー ルマ ガ ジ ンを お 送 り いた し ま す。  
「 メ ー ル で のサ ー ビ ス 」で 配 信 をご 希 望 さ れた 方 へ お送 り し て いま す 。  
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■ □ ■  市 川市 立 図 書 館メ ー ル マガ ジ ン  第 107 号    2016 .8 .25  
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オ リ ン ピ ッ クは 熱 戦 の うち に 幕 を閉 じ ま し た。 日 本 選手 の 活 躍 に、 寝 不

足 の 日 々 が 続い た 方 も 多い の で はな い の で しょ う か。続 いて 9 月 7 日 か

ら は パ ラ リ ンピ ッ ク が 開催 さ れ ます 。  
中 央 図 書 館 では 、「 障 害者 ス ポ ーツ に 注 目 ！」をテ ー マ に し た 資料 を 展 示

中 で す 。 パ ラリ ン ピ ッ ク開 催 を 前に 、 障 害 者ス ポ ー ツの 世 界 に 触れ て み

て は い か が でし ょ う か 。  
h t tp : / /www.c i ty. i ch i kawa . lg . jp / l ib rary / i n fo /1194 .h tml  
 
■ ■  図 書 館か ら の お 知ら せ  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
◆ 市 川 市 の 図書 館 は 、 8 月 中 は 月曜 日 を 除 き開 館 し てお り ま す 。 8 月 は

月 末の 本 の 整理 の た め の休 館 も ござ い ま せ ん の で 、 読書 や 調 べ もの に ど

う ぞ ご 利 用 くだ さ い 。  
 
◆ 「み て み よう 、 ふ れ てみ よ う 、虫 の ふ し ぎを 調 べ よう ！ 」 を 開催 し ま

す ！   
○ 開 催 日 時  9 月 10 日（ 土 ） 14 時 ～ 14 時 30 分  
○ 場 所  中 央図 書 館 内 こど も と しょ か ん  くつ ろ ぎ 広場  
○ 対 象  小 学生  
○ 事 前 申 込 み不 要 で す 。 開 始 5 分 前 ま で に お集 ま り くだ さ い 。  

自 然 博 物 館 の学 芸 員 さ んが 虫 た ちを つ れ て きて 、 虫 につ い て い ろい ろ 教

え て く れ ま す。  

 
■ ■  市 川 を描 い た 浮 世絵 を ご 存知 で す か ？  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
◆ 中 央 図 書 館館 内 展 示 「 市 川 に 関す る 浮 世 絵 」  
中 央 図 書 館 では 、 入 り 口 ガ ラ ス ショ ー ケ ー スで 、 市 川を 描 い た 浮世 絵 が

掲 載 さ れ た 蔵書 を 展 示 して い ま す。 そ の 中 から い く つか ご 紹 介 しま す 。  
 
◇「 真 間の 紅 葉（ ま ま のも み じ）手 古那 の 社 (て こ なの や し ろ )継 は し（ つ



ぎ は し ）」  
真 間 山 弘 法 寺は 、 江 戸 近郊 随 一 の楓 樹 紅 葉 の名 所 で した 。 画 面 中央 に 継

橋 が 描 か れ 、鳥 居 と 手 古那 の 社 も見 え 、 色 着い た 楓 の葉 の 奥 に は、 男 体

山 と 女 体 山 と二 つ の 峰 が目 印 で ある 筑 波 山 が描 か れ てい ま す 。  
 
◇ 「鴻 の 台 (こ う の だ い )と ね 川風 景 」  
国 府 台 か ら 、江 戸 川 の 下流 方 向 （南 ） を 眺 めた 風 景 です 。 川 の 左側 に 迫

っ た 崖 が 、現 在 の 里 見 公園 が あ る国 府 台 と 思わ れ 、切 岸 上に 3 人の 人 物

が 描 か れ て いま す 。  
江 戸 時 代 の 頃は 、 北 方 の物 資 を 江戸 に 運 ぶ 重要 な 水 路と し て 本 流と 一 体

に な っ て い たこ と か ら 「利 根 川 」と 呼 ば れ てい ま し た。 画 面 中 央を 流 れ

る 江 戸 川 の 右岸 に 関 東 平野 が 広 がり 、 右 端 に富 士 山 が見 え て い ます 。  
 
○ 以 上 の 2 点 は ど ち ら も江 戸 時 代末 期 の 浮 世絵 師 歌 川広 重 （ 安 藤広 重）

の「 江 戸 名 所百 景 」に 描か れ た もの で す 。「 名 所江 戸 百 景」は 、広 重 最 晩

年 の 作 品 と も言 わ れ て おり 、全 120 図（ 内 一図 は 二 代目 広 重 の 落款 、一

図 は 目 録 ） から な り ま す。  
市 川 の 名 所 二景 は 、 秋 の部 と し て描 か れ て いま す が 、そ れ ぞ れ 描い て い

る 方 向 は 北 と南 を 向 い てお り 、 遠景 と し て 筑波 山 と 富士 山 が 対 照的 に 描

か れ て い ま す。  
（『 広 重名 所 江 戸百 景 ：秘 蔵 岩 崎コ レ ク シ ョン 』 安 藤広 重 ／ 画 （小 学 館  

2007） ほか 所 収 ）  
○ ｢名 所江 戸 百 景 ｣は 国 立国 会 図 書館 の 「 デ ジタ ル コ レク シ ョ ン 」で も ご

覧 い た だ け ます 。 ご 利 用の 際 は 中央 図 書 館 のレ フ ァ レン ス カ ウ ンタ ー に

お 越 し く だ さい 。  
 
◇ 「ぎ ゃ う とく し ほ は まよ り の ぼと の ひ か たを の ぞ む 」  
葛 飾北 斎 作 の浮 世 絵 で す。 北 斎 は 、 遠 近 や 陰影 な ど の洋 風 表 現 を強 調 し

た 洋 風 版 画 を、 寛 政 の 末か ら 文 化の 頃 に か けて 手 が けて い ま す 。  
表 題 は 「 ひ らが な が き 」で す が 、漢 字 交 じ りに 直 す と「 行 徳 塩 浜よ り 登

戸 の 干 潟 を 望む 」 と な り、 行 徳 の塩 田 か ら 登戸 （ 千 葉市 中 央 区 あた り ）

の 鳥 居 を 望 む広 々 と し た海 浜 光 景を 、 視 点 を低 く 取 って 描 い て いま す 。  
（『 人 間の 美 術 10：浮 世と 情 念』梅 原 猛 ／ 監修（ 学研  1990）ほ か 所 収） 
 
○ 市 川 の 浮 世絵 に つ い てま と め た「 市 川 に 関す る 浮 世絵 ： 浮 世 絵に つ い



て 調 べ る に は」 を 発 行 しま し た 。ど う ぞ ご 利用 く だ さい 。  
h t tp : / /www.c i ty. i ch i kawa . lg . jp / l ib rary / in fo /1194 .h tml#m16  
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◇ メ ー ル マ ガジ ン の 登 録・ 解 除 はこ ち ら   
h t tps : / / opac . c i ty. i ch ikawa .ch iba . jp /win j /opac / top .do   
◇ こ の メ ー ルは 自 動 配 信さ れ て いま す 。 こ のア ド レ スに 返 信 い ただ い て

も 内 容 の 確 認お よ び ご 返答 が で きま せ ん 。 ご了 承 く ださ い 。  
 
━ ━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
市 川 市 中 央 図書 館  
〒 272-0015 千 葉県 市 川市 鬼高 1-1 -4 047-320 -3346   
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